4人の国費留学生受け入れをめぐって by 橋本 哲哉
4人の国費留学生受け入れをめぐって
橋本哲哉
はじめに
経済学部は，1991年10月から１年間，ウラジオストクの極東国立総合大学東洋学部生を日本語日
本文化研修留学生として受け入れた。旧ソ連（上述の国立の国とはロシアなのかＣＩＳなのか，今
のところ不明）と日本の大学制度は若干異なるので，彼らを何年生と呼ばずに21歳の若者と呼ぶ
が，いずれも気立ての良い，そして残念ながら金沢大学の平均的学生より上の水準で，頭脳明蜥な
学生である。彼らに毎日のように接触していて，得るところや考えるところが実にたくさんある。
私費留学生，とくに中国・東南アジアの留学生からふると垂誕の的ともいうべき国費留学生とし
て，４人も一度に文部省から認められたことについて，学内外から説明を求められる機会も多い●
ここに，その受け入れの経緯を簡単に報告しつつ，今後の参考に供したい。受け入れてから半年の
時間が経過しており，若干の問題点もあわせて指摘する。
対岸地域との学術交流
留学生の受け入れは，思いつきである日突然に始めたわけではない。この間のシベリア・極東部
をはじめとした対岸地域の大学・研究者との学術交流の中で，その一環として取り組んだ事業なの
で，やや大袈裟ではあるがその点からの説明をお許し願いたい。
1980年代末から金沢大学の国際化が急ピッチにすすゑ，経済学部とそのスタッフも遅ればせなが
ら新しい考え方で研究交流や留学生の教育に関わるようになった。「環曰本海交流」といったこと
が，地域において次第に注目されはじめたのは，ちょうどその頃である。御承知のように，金沢市
はイルクーツク市と姉妹都市関係にあり，また戦前からウラジオストクとは経済交流の一定の経験
を有している。そうしたことから研究者の往来もあるなかで，まず最初にイルクーツク国民経済大
学との間で日ソの学術交流シンポジウムを行おうという企画が持ち上がった。1989年の秋の頃だっ
たと思う。通信事情の極めて悪いなか，何とか連絡を取りあって，1990年３月に第１回シンポジウ
ムをイルクーツク，第２回を90年11月に金沢，第３回を91年９月にイルクーツクで開催するという
交流を積承重ねてきた。そのうえで同大学と経済学部との間には，学術交流協定を締結するに至っ
ている。この交流はもちろん経済学部だけで行っているわけではなく，われわれが中心メンバーで
はあるが，金沢の他大学及び富山・福井の各大学の主として人文・社会科学系の研究者を集めて，
環曰本海国際学術交流協会（1990年11月創立，会長山村勝郎金沢大学名誉教授，趣旨に賛同した北
陸地域の研究者と協力を申し出た団体・企業の会費で運営）を結成して行われているものである。
イルクーツクがきっかけではあったが，その後ウラジオストク，中国東北部へと交流の輪が着実に
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拡大している。
われわれの学術交流を当面環曰本海の対岸地域に限定しているのは，それなりに現在的意味があ
ると思っている。その地域の研究者等に的確な情報を伝え，冷静な状況認識の材料を提供するのが
対岸交流の第１の課題だと考えている。平和で安定的な日本海は，われわれの日常生活にも大きな
メリットを与える。したがって，われわれが対岸を訪れることも重要であるが，何より相手に実際
の日本をぢかに触れさせる必要がある。しかし，その最大のネックは，人材を迎えるためのお金の
問題である。そのひとつの対策として，上述の交流協会を設立したわけである。
曰研生への道
もちろん，交流協会の財政力には一定の限度がある。とくに，数多くの学生を対岸地域から呼ぶ
のは不可能である。そこで富山大学と協力して，文部省が募集する日本語日本文化研修留学生（曰
研生と略）に応募することとなった。これは大学推薦のいわゆる国費留学生で，１年間当該大学の
聴講生として受け入れるものである。「日本に触れさせる」という意図には好適で，さらに月額約
13万円の奨学金（および本国との往復旅費も国が負担）は大変に有難い。その趣旨からいえば，相
手側の一定の日本に対する関心と，日本語の能力が期待されるのは言うまでもない。富山大学と相
談した結果，富山はイルクーツクの学生を金沢大学はウラジオストクの学生を応募させることと
なった。
それにはもう少し，いきさつの説明が必要であろう。この間の研究者交流で，イルクーツクは金
沢と緊密な関係にあり交流を強く求めているが，そこの日本語能力はあまり高くないことがわかっ
た。一方，それまでは軍港であったことから国際交流がま主ならなかったが，この１年の間ウラジ
オストクは急速に開放され，われわれとの交流に積極的となってきた。戦前からの実績もあって，
なかでも極東国立総合大学東洋学部は意欲的で，しかも曰本語の教育能力がきわめて高いことも判
明した。そこで富山大学の仲間と相談して，ロシア語科（富山大学人文学部及び富山国際大学）を
もつ富山にはイルクーツクの学生を，金沢大学はロシア語の能力が弱いので，ウラジオストクの学
生を応募させようという打ち合わせとなった。そして金沢の身元保証人は，同僚の村田武教授と私
が担当することにもなった。
文部省国費留学生の制度もいろいろな内容を有しており，例えばこの日研生もわれわれがアタッ
クした曰本側大学推薦の枠のほかに，在外公館を経由した枠もある。これらは，大学で正確にその
情報の整理をしておいたほうがよかろうと思う。また，いずれも学術交流の協定大学からの学生が
優先採用されるようで，その辺も考えて協定大学を選定する必要があるだろう。前述したようにイ
ルクーツク経済大学と経済学部は，学術交流協定を締結していたので，その意味では富山と逆の選
択をしたことになるが，それは受け入れ後の応対までも考えた結果で，そうした考慮は間違ってい
なかったと今は思っている。
郵便事情がきわめて悪いなか，綱渡りのような書類のやり取りの結果，期限内の1991年４月末に
書類の準備を完了した。せいぜい２人程度をと思っていたところ，ウラジオストク極東大学からは
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何と４人もの推薦があった（富山大学はイルクーツクの学生２人)。それはやはり向こう側の必死
の熱意の表れで，結局順位をつけて全員応募させることとした。学生部留学生係のアドバイスも
あって，過剰サービスともいえるほどの授業計画も提出した。しかしそれはたんなる作文であった
のではなく，折りよく経済学部はアイルランド・ダブリンシティ大学の３か月短期留学生を受け入
れ中で，半年分はその授業計画に依存することができた。また，金沢大学の留学生急増のなかで，
曰本語教育が充実してきていたため，１年間の特別コースも準備していただくことができた。金沢
大学のこうした実質的な受入体制の整備が，まず何よりも文部省に評価されたのではないかと想像
している。
4人の到着・入学
郵便だけでなく電話事情も悪く，あげ<にクーデターも起こり，ヴィザは出たのか，航空券は届
いたのか，留学決定後も不安の連続だった。これはまさに激動の中の特別の事態だったから，今後
の参考とはなるまい。昨10月27日，金沢駅で４人の顔を見たときは，長期の旅行に出した子供の帰
国を漸く迎えた気持ちだった。
留学生は，とりあえず学生寮に入れるよう手配していた。それでも到着翌曰からの最低限の日常
生活用品は揃えなければならない（到着当曰は始まったばかりの金沢大学のホームステイ制度を利
用し，心のこもった第１夜を過ごさせることができた)。布団からはじまって結構色々な品物が必
要だが，それらは経済学部の第３学生係職員の献身的な援助で何とか間に合った。４人の留学生を
入寮させたのは，短期間の留学中に日本語を上達させるには寮生活が適当だと判断したからである。
残った奨学金は，日本各地の調査旅行資金に使わせるつもりである。後期の開始時期だったので，
入学直後に日本語の試験を受けさせ，クラスに所属して早速受講を始めている。後期の留学生のな
かにあって，４人の日本語能力はＡクラスと判定された。
極東大学としては最初の国費留学生だったようで，選抜も'慎重に行われたと聞いている。到着直
後，彼らの代表の挨拶を聞きながらしっかりした学生だなと直感したが，実はそれまでどんな学生
が来るのか内心おおいに心配であった。疑っていたわけではないが，留学生達にそうした杷憂を抱
いたことは事実である。その後たちまち寮生活にも順応し，ホームシックも軽度で済ませて，現在
勉学中である。彼らの留学の成果は，そう簡単には論じられないので，またの機会にそれは譲ろう。
問題点
最後に以上のような経緯に関わるなかで感じた事柄を，なるべく一般化して整理しておこう。
第１に４人もの国費の枠を確保するためには，やはりそれなりの受け入れ目的を明示しなければ
ならない。われわれが強調したキーワードは「環日本海交流」で，その掛け橋となる人材の育成を
目玉とした。環曰本海は北陸地域でこそもてはやされているが，文部省ではどうかと心配していた。
結果的にはこの言葉が，東京にも通用するキーワードになっていたことは幸いであった。それと同
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時に，前述した大学の受け入れ教育体制の整備状況は，評価の対象となる。この間，金沢大学の国
際化は急ピッチですすめられ，一応全国水準に近づきつつあるといってよかろう。
しかし第２に，実際の受け入れにあたっては，相当の時間をとられたことも事実である。私はあ
る程度覚'悟し，その総量を知っておきたいという気持ちもあって世話したが，とくに途上国やロシ
アといった地域から迎える際には，空港からのパス代から金沢までの旅費の準備といった点まで考
えなければならない（ロシアでは外貨持ち出し制限が厳しいうえ，１万円は彼らの父親の約５，６
か月分の給料額に相当する)。奨学金の支払い開始は，どんなに早くても２週間はかかるので，当座
の生活費も工面する必要もある。そうした世話を担当教官がタッチしない時は，留学生係や学部の
学生係にしわ寄せがいく。押し付けられた留学生ではなく大学推薦の国費留学生の場合，それは絶
対に避けなければならない。負担を軽くする意味では，留学生会館建設も検討の段階にきたようだ。
また，留学生のケース別対応の全学的マニュアルをそろそろ整備し，教官に徹底させる時期にもき
ていると思う。
第３は，相手側大学との信頼関係の問題である。いうまでもなく，大学が留学生を推薦するので
あるから，本来はその留学生をわれわれがよく知っていなければならないのだろう。しかし，そう
した事例ばかりではない。とすると，優秀な学生を送るかどうかは，相手側の大学に相当程度任さ
ざるをえない。文部省が協定大学を優先するというのも，その点を考慮してのことだろう。この間
の研究交流によって，東洋学部とその曰本語のスタッフを一応信頼してその推薦に任せたが，この
点は十分注意して望む必要があろう。
最後に第４として，こうした留学生受け入れのケースがまだ少ないため，金沢大学学生との間の
学生交流がすすんでいないという問題がある。学生寮ではずいぶん個人的な友人付きあいも出来て
いるようだが，一般の学生は自分から留学生に接近する積極性に欠けているように見える。学部と
しても何かきっかけとなる企画を考える必要があろう。現在金沢大学の学術交流のレベルは教官主
体で，学生まで巻き込んだ全学的なものにはなっていない。しかし後半は経済学部の講義に出来る
だけ出席させるつもりなので，交流のチャンスも広がるだろう。４人は予想以上にバラバラに行動
し，金沢のなかで各々いろいろな活動に携わっている（ボランティアのロシア語会話講師や日ソ協
会の翻訳作業等)。来日して早くも半年がたってしまったが，この間，良い面だけでなく，日本とそ
の大学生活の悪い面も学び取っているようでもある。残りの時間，なるべく有意義な留学生活にな
るよう金沢大学関係者の皆さんの支援をお願いする次第である。（1992年３月）
〈追記〉経済学部は極東国立総合大学東洋学部との間に、1992年７月学術交流協定を締結した。
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